
平成 28 年度排尿機能回復のための治療とケア講座 開催のご案内 

                         《排尿自立指導料該当研修》 

共催：埼玉県慢性期医療協会 全日本病院協会埼玉県支部 日本医療法人協会埼玉県支部 
後援：埼玉県医師会 日本慢性期医療協会 

 

◆ 開催概要◆ 

 ⑴ 日程   平成 28年 11月 30 日（水）、12月１日（木）・2日（金） 

 ⑵ 会場   大宮ソニックシティビル ６０３会議室 

                       埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 ℡ 048-647-4111 

                   https://www.sonic-city.or.jp/?page_id=178 

                                 （JR大宮駅西口より歩行者デッキ直結、徒歩約 3分） 

 ⑶ 定員   医師・看護師 計９０名（先着順） 

 ⑷ 参加費  医師 ：会員 13,000 円、非会員 26,000 円 参加１日目のみ（昼食 1回含む） 

              看護師：会員 25,000 円、非会員 50,000円 参加３日間（昼食 2回含む） 

 ⑸ 申込方法  別紙申込書に必要事項をご記入の上、FAX でお申込みください。追って 

        連絡担当者様宛に参加案内・参加費請求書などをお送りいたします。 

        交通・ご宿泊の手配などにつきましては、各自でお願いいたします。 

  ⑹ 締切日  平成 28年 10月 31日（月）（定員に達し次第締め切りとさせていただきます） 

 ⑺ 連絡先  〒356-0051 埼玉県ふじみ野市亀久保 2197富家病院内 

          埼玉県慢性期医療協会事務局 ℡049-264-8811 Fax049-266-2287 

 

※ 全講義を履修された方には埼玉県慢性期医療協会より「排尿自立指導料」該当研修の「修

了証」を発行いたします。 

※ 本講座は「排尿自立指導料」該当研修のため、遅刻・早退・中抜けなどがある場 

  合は修了証を発行いたしかねます。 

 平成28年度診療報酬改定では、手術等医療技術の適切な評価の中で、下部尿路機能障害を有する患者に

対するケアの評価として「排尿自立指導料」が新設されました。 2025年に迫る高齢者人口のピークに備え、

地域包括ケアの構築を基本に在宅復帰が推し進められようとしていますが、在宅で暮らすために人として

一番必要な機能は何でしょうか。食べることと排泄が自立すれば在宅への道は大きく拓けるのではないで

しょうか。特に排泄は人としての尊厳を保つために最も回復が望まれる機能ともいえるでしょう。  

今回の報酬改定では排尿自立への取り組みが評価されましたので、下部尿路機能障害を有する 多くの患者

が、包括的排尿ケアにより機能回復することが出来れば、本人にとって、家族にとって、そして医療者に

とっても、患者の新たな生活が見えてきます。本研修は、泌尿器の専門的な知識を習得し、排尿自立ケア

の技術とノウハウを学ぶことで、一人でも多くの患者の排尿が自立できることを目的としています。多数

の皆様のご参加をお願いいたします。 

https://www.sonic-city.or.jp/?page_id=178


◆プログラム◆ 

 《1日目》 11月 30 日（水） 医師・看護師     

9:50〜10:00 

（10分） 

開講・事務連絡 

10:00〜11:20 

（80分） 

尿路機能障害の病態と診断 

講師：上山 裕（富家在宅リハビリテーションケアセンターセンター長） 

11：30～12：40 

（70分） 

尿路機能障害の治療 

講師：上山 裕（富家在宅リハビリテーションケアセンターセンター長） 

12：40～13：30 

（50分） 

昼食休憩 

13：30～15：00 

（90分） 

排尿機能不全の背景を考える ～尿路機能障害の予防とケア～ 

講師：吉越富久夫（富家病院 医師） 

15：10～16：10 

（60分） 

尿道留置カテーテルの抜去に向けた取り組み 

講師：西尾俊治（南高井病院 院長） 

16：20～17：40 

（80分） 

排尿ケアチームの役割と排尿自立に向けた実践例（演習含む） 

講師：西尾俊治（南高井病院 院長） 

    

  《２日目》 12月 1日（木） 看護師のみ            

9：10～10：40 

（90分） 

排尿日誌による評価（演習含む）  

講師：皮膚・排泄ケア認定看護師 

鈴木恵理（新座志木中央総合病院） 

柴田智恵子（三郷中央総合病院） 

持田智江美（鳩ヶ谷訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ） 

山﨑知美（春日部中央総合病院） 

福岡美智（埼玉医科大学国際医療ｾﾝﾀｰ） 

10：50～12：10 

（80分） 

排尿ケアの事例検討（演習含む） 

12：10～13：00 

（50分） 
昼食休憩 

13：00～17：50 

（270分） 

3グループに分か

れ各 90分 

10 分休憩 2回 

エコー（残尿測定器）を用いた 

残尿の測定の実際（演習含む） 

排泄用具と排泄関連福祉用具の 

適切な使用方法（演習含む） 

自己導尿の指導方法（演習含む） 

    

   《３日目》 12月 2日（金） 看護師のみ       

9：10～11：50 

（150分） 

途中 10分休憩 

 

排泄自立のためのリハビリテーシ

ョン（骨盤底筋訓練等演習含む） 

講師： 

岡林奈津未 

（上尾中央総合病院 作業療法士 主任）

成塚 直倫 

（上尾中央総合病院 理学療法士） 12：00～12：50 

（50分） 

排尿ケアリハビリテーション事例

検討（演習含む） 

12：50～13:00 

（10分） 

閉講・事務連絡 



 

排尿機能回復のための治療とケア講座 参加申込書 

11 月 30 日、12 月 1•2 日開催 

 

 貴施設名：                                       

                               

 会員施設 ・ 非会員施設（どちらかに○をお願いします）  

       ※会員対象 埼玉県慢性期医療協会、日本慢性期医療協会、 

     全日本病院協会埼玉県支部、日本医療法人協会埼玉県支部 

 

 住所：〒                                         

                  ℡    （    ）     

 

 連絡担当者氏名            部署・役職               

 

ふりがな 

参加者氏名 
職種 

（医師の場合）専門分野 

（看護師の場合）役職 

医師・看護師

経験年数 

  

医師・看護師 

 

   年 

  

医師・看護師 

 

   年 

  

医師・看護師 

 

   年 

 

返信先 FAX ：  ０４９−２６６−２２８７ 

申し込み締め切り：平成 28年 10月 31日（月） 

埼玉県慢性期医療協会事務局（富家病院内） 

℡ ０４９−２６４−８８１１ 

 

※ 連絡担当者様宛に参加案内・参加費請求書などをお送りいたします。 



 

 

 

〜会 場 案 内〜 

 

 
 

     大宮ソニックシティビル ６０３会議室 

         埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 ℡ 048-647-4111 

              

 


